
埋設対象物

廃棄物埋設施設の構造

３．起因事象の検討
◆自然現象及び自然現象以外

1. 評価の実施体制
・品質マネジメントシステムのプロセスに従い評価
を実施する
・原子炉施設等安全審査委員会を経て中央安全
審査・品質保証委員会で審査

１．ストレステスト実施体制の確立

２．評価対象設備の抽出
　・安全機能を有する機器・構築物の抽出
　・潜在的リスクの同定

3 起因事象の検討

2. 評価対象設備の抽出
廃棄物埋設施設には安全機能に該当するものは
ない。

評価シナリオ

◆自然現象及び自然現象以外
　・地震、津波及びこれらの重畳事象
◆安全機能の喪失
　・全交流電源喪失
　・崩壊熱除去
　・水素の滞留防止・供給停止
　・これらの重畳

４．設計上の想定を超える事象の検討
　・放射性物質を含む溶液の沸騰
　・水素、TBPの錯体等による爆発
　・放射性物質を放出する火災
　・臨界
　・放射性物質・放射線の漏えい

れら 事象 同時発生 ある は

3. 起因事象の検討
◆自然現象及び自然現象以外
　・地震、津波及びこれらの重畳現象
◆安全機能の喪失
　・該当なし

4. 設計上の想定を超える事象

①
地震による地割れと、津波による埋設物の露出・
散逸
②
地震による地割れと 津波による埋設物の露出

（海産物摂取）

地震 地割れ

起因事象

津波・地震の重畳

津波

【一般公衆への影響】

4.4×10-3μSv/年

（スカイシャイン）

廃棄物の露出・
散逸

回収成功

海洋流出

剥離 覆土の損傷
覆土の修復

(通常業務の範囲）

天然バリア確保
成功

1.7×10-2μSv/年

評価シナリオと評価方法

No

　・これらの事象の同時発生、あるいは一
つの事象の複数箇所での発生

　① 露出・散逸シナリオ

② 海洋流

4.4×10-3　
μSv/年

2

なお、埋設されているコンクリート等廃棄物について
は、現時点で、クリアランスレベルとの比の合計(Σ
D/C)が、最大濃度を採用したとしても約0.91であり、

① 露出・散逸シナリオ
   地震により覆土に地割れが生じ、津波によって覆土が剥離、全廃棄物が地表に散逸する。廃棄物は全量回収されるが、そこからの放射
線により一般公衆が被ばくする。

② 海洋流出シナリオ
   地震により覆土に地割れが生じ、津波によって覆土が剥離、引き波によって全廃棄物が海洋に流出し、その結果、海産物摂取等を通じ、
一般公衆が被ばくする。

被ばく線量事象

５．安全対策喪失時の評価
　・事象進展を仮定しイベントツリーの作成
　・使用可能な防護措置の有効性と限界

６．周辺公衆への過度の放射線被ばくに至らない
事象の評価

地震による地割れと、津波による埋設物の露出
と、引き波による埋設物の海洋放出

評価事象と評価結果

周辺公衆への過度の

放射線被ばくに至る

（海産物摂取）

地震 地割れ

起因事象

津波・地震の重畳

津波

【一般公衆への影響】

4.4×10-3μSv/年

（スカイシャイン）

廃棄物の露出・
散逸

回収成功

海洋流出

剥離 覆土の損傷
覆土の修復

(通常業務の範囲）

天然バリア確保
成功

1.7×10-2μSv/年

No

Yes

８．ｱｸｼﾃﾞﾝﾄﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ対策の効果の評価

別紙（4）　原子力科学研究所廃棄物埋設施設の安全性に関する総合的評価の結果について（概要）

評価のまとめ

「第二種廃棄物埋設の事業に関する安全審査の
基本的考え方」を参考とする。

　② 海洋流出シナリオ 1.7×10-2
μSv/年

D/C)が、最大濃度を採用したとしても約0.91であり、
人の健康への影響を無視できる放射能濃度である。

７．安全裕度の評価 想定外の事象により埋設施設の機能が全く失われたとしても、周辺公衆に過度の放射線被ばく
*
を与えることはないと判断される。（*：「第二

種廃棄物埋設の事業に関する安全審査の基本的考え方」を参考）
したがって、埋設施設は十分な安全裕度が確保されており、特段のアクシデントマネージメントは不要と考える。

周辺公衆への過度の

放射線被ばくに至る




